
（No.    ） 

竹富町海洋教育実践記録シート         

学校名 竹富町立上原小学校 教科 総合（３〜６年）、⽣活（１、２年） 
関連教科 

 

対象学年（人数） 全学年（９０名） 時間数 ３時間 
テーマ クリーン作戦 
内容 目的 ・地域の海岸の様子を知り、自然保護の意識を高める。 

・漂着したゴミを分別、調査することによって、ゴミの分別方法や海岸ゴミ
の実態を知る。 

進め方 出発式➝ゴミ拾い➝分別（調査）➝解散式 
日時 令和元年５月１４日 
場所 中野海岸 
行程 ８：３５        ピロティ集合（出発式） 

 ８：４５〜 ９：００  移動 
 ９：１５〜１０：００  ゴミ拾い 
１０：００〜１０：１５  移動 
１０：２０〜１１：００  ペットボトル分別作業 
１１：００〜１１：１５  解散式 

準備物 ハンドマイク、エコツーリズムのゴミ袋、筆記用具、調査票、ペットボトル
の国別表入りＴシャツ、軍手、水筒、帽子、ハンカチ、サングラス 

外部連携 エコツーリズムの方（森本孝房さん、徳岡春美さん） 
活動の成果 ・エコツーリズムの森本さんからゴミの分別の仕方について事前学習を受

けてクリーン作戦に参加したので分別の仕方がスムーズだった。 
・中野海岸には、北風の影響で漂着ゴミが流れてくるので、主に秋から冬に

かけて多くなることや、主に中国製のものが流れ着いていることを学べ
た。 

・漂着ゴミを調べると世界の海がつながっていることに気付かされ、日本の
ゴミもアメリカのハワイ島等、他の国や地域に流れていることもわかっ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（No.    ） 

竹富町海洋教育実践記録シート         

学校名 竹富町立上原小学校 教科 総合、特活、⽣活 
関連教科 理科、家庭科、音楽 

対象学年（人数） 全学年（９０名）  時間数 ４時間 
３〜６年：総合３、特活１ 
１〜２年：⽣活３、特活１ 

テーマ 魚まき集会 
内容 目的 ・自然に親しみ、驚きや感動を持つ中で学習課題を持たせるようにする。 

・自然の恩恵を受けることによって、自然と関わっているということを実感
させ自然を残そうとする心を育てる。 

・⻄表近海に⽣息する魚の名前や特徴を知る。 
進め方 開会式➝魚とり開始➝学校で魚の学習、調理、食事➝解散式 
日時 令和元年５月１８日 
場所 ・魚とり（ゲータ川） ・魚の学習、調理、食事（学校） 
行程 ９：００  現地集合 

 ９：３０〜       開始式 
１０：００〜１１：４５  魚とり開始 
１２：００〜       学校へ向けて出発  
１２：３０〜       魚の学習、調理 
１３：１０〜       昼食 
１４：００〜       片付け        
１４：２０〜       解散式 
１４：４０〜       下校 

準備物 包丁、まな板、水切り、ざる、あみじゃく、ボール（大）ポリ容器、かご 
たも、うろこかき、じょうご、クーラーボックス、ゴミ袋、ブルーシート 
シンメー鍋、魚の名前カード、非常用ベル、⻑テーブル、ハンドマイク 
カラーコーン、テント、ごとく、救急箱、ＡＥＤ、ガス釜、水タンク等 

外部連携 ・網掛け（井本 由五郎さん） 
活動の成果 ・事前作業で、魚のさばき方（５･６年）や海の危険⽣物についての話（全学

年）、網修理（３〜６年）を通して身近な海のことや漁についての関心が
高まった。 

・捕った魚の学習を通して、魚に関する知識が深まった。 
・自分達で捕ってきた魚を調理（１・２年はうろことり、３・４年は内臓と

り、５・６年は三枚おろし）することで、海の恩恵に感謝しながら食事を
し、乱獲せずに自然と共に⽣活していこうとする意識を高めることができ
た。 



（No.    ） 

竹富町海洋教育実践記録シート         

学校名 
上原学校 

教科 学活１・保健安全１ 
関連教科  

対象学年（人数） 全校児童 ９０名 時間数 ２時間 
テーマ 自然災害と向き合おう（防災学習） 
内容 目的 地震が発生した場合に児童が安全に避難できるように、地震・津波時におけ

る基本行動を身につけさせる。 
進め方 避難訓練当日に向けて、各学級で事前学習（ＤＶＤの視聴・ワークシートを

使っての学習）を行う。 
当日は１０：００に沖縄県全域で強い地震が観測され、大津波警報が発表さ
れたことを想定して訓練を行う。教室での初期対応を行った後、第二次避難
場所へ避難を開始する。全員の安否が確認できた後に全体会を行う。 
事後指導は各学級に戻り、ワークシートを書きながら振り返りを行う。 

日時 １１月５日（火） ２校時 
場所 教室・本校の第二次避難場所 
行程 【事前指導】 

①ＤＶＤ視聴「津波からにげる」 
②パワーポイントによる事前学習 
 （地震時の対応・避難経路・避難時の合い言葉） 
【訓練当日】 
①初期対応（教室での授業中を想定） 
②大津波警報が発令（避難への準備をする→防災頭巾・防災バック） 
③第二次避難場所への避難を開始 
④全体会 
【事後指導】 
①各学級でワークシート記入しながら振り返りを行う。 

準備物 【事前指導】 
ＤＶＤ「津波からにげる」・パワーポイント「自然災害と向き合おう」 
ワークシート 
【避難当日】 
ストップウォッチ・拡声器・防災頭巾・防災バック 
【事後指導】 
ワークシート 

外部連携 ・上原地区消防分団 
活動の成果 ・事前指導を充実させたことで地震・津波の恐ろしさを感じ、正しい避難の

仕方もきちんと学ぶことができた。そのことが避難訓練当日の児童の様子か
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らもうかがうことができた。 
・避難訓練は学校だけでなく、幼稚園・保育所・地域と合同で行い、合同防
災連絡会も事前と事後に行ったことによって地域全体としての成果や課題
も共有することができた。 
・振り返り学習も訓練終了後すぐに行うことで、一人一人が避難訓練を振り
返ることができ、また全体でも共有しあうことで防災意識も高まった。  

 


